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<( Le Bourgeois gentilhomme)> 
と二人の批評家
熊沢一衛







Voltaireは乙の作品をどう見ていたのだろうか。 1732年の<(Vie de Moliere avec 
de petits sommaires de ses pieces >の中に彼の批評がわずかに見られる。乙れは Mo-
li色reの作品集の序文にあてるべく書かれた小品で，ごく簡単な作家の略歴と作品の解説







この批評文の特徴は 4幕と 5幕の聞に断絶のあることを言い 5幕を troppeu vrai-














として観る ζ とを失念しているととに注目したい。たしかに彼はcomedie-bal1eten pro-















peinture naive et plaisante des m侃 urs)をする ζと，具体的には，Moliむeの作品で
は『人間嫌い』がよいし. wタルチュフ』は，もっと興味深い。以上がVoltaireの喜劇
観の概要であり， 乙のような背景をもって，先の~ le Bourgeois gentilhomme )>へ
の批評が出てきていたのである o
次に Baudelaire の~ le Bourgeois gentilhomme )> についての批評を検討してみ
たい。といっても残念ながら，正面切った，まとまった評論はなし彼の有名な『笑いの






される。しかし， Baudelaireの独自性は， r滑稽さJle comiqueを次のように分析す
るあたりから出てくる。彼によれば， r滑稽さjには lecomique significatif (有意義
的滑稽)と lecomique innocent (無垢の滑稽)とがある。前者は「普通の滑稽」であ
り，極端なときには lecomique feroce (兇暴な滑稽)となる。後者は「グロテスク」
のことであり，極端な場合には lecomique absolu r絶対的滑稽j となる o もちろん，
乙うした客観的な分析を乙のエッセーは目的としているのではなく，後者の方，即ち「グロ
テスク」や「絶対的滑稽」をより求めたいということが言いたいのである。彼の別の言葉
































次l乙， 乙の Baudelaire における反ヴォルテール的感情について少し調べてみたい。
まず言える乙とは，それが一過性のものではなし根が深いということである。『赤裸の





























































今日から見るとき， Voltaireが守ろうとした，あの vraisemblance の考えが完全に
消え去ったとは思えない。フランスの古典主義はそれほど強いもののようである。又，消え
去るべきでない本質一一真実らしさが美しい作品をつくるという点一ーもそこには含まれて
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